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研究成果の概要（和文）：近代以降のヨーロッパにおける「声」と「テキスト」の複雑で微妙な

関係の諸相を，ドイツのラジオ・ドラマ，シュルレアリスムの「オートマティスム」，ロシア・

フォルマリズムにおける「声」の問題，近代フランス文学における音声装置（グラモフォン、

電話）の表象，ロシア小説とその脚色における挿入歌の様態などの具体的な事例にもとづいて

明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：This study clarified the various aspects of the complicated 

relationship between the "Voices" and the "Texts" in Modern Europe, in the analysis of 

German Radio Dramas, Surrealist "automatism", Russian Formalism, French 

representation of the gramophone and telephone, inserted Songs in the Russian novel and 

its dramatization. 
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１．研究開始当初の背景 

近代社会における「テキストと身体」あるい
は「メディアと知覚」の問題系は，1990 年
代以降活発に論じられるようになったが，
「声」という聴覚現象と「テキスト」との関
係を考察の中心に据えた論考は必ずしも多

くはなかった。また，ジャック・デリダの思
想にとっても「声とテキスト」は最重要のテ
ーマであったが，脱構築の核心として論じる
あまり，これを文化的・社会的・歴史的な文
脈の中で把握しようとする文化史的なアプ
ローチは稀薄であった。一方，英・仏・独・
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露文学研究者による個別的な論考には文化
史的なアプローチに優れたものが少なくな
いが，その多くは各国文学・文化論の枠内に
視野を限定しており，相互交流が密で，差違
をはらみながらも事実上一つの文化圏を形
成していた「ヨーロッパ」を総体的に俯瞰す
る視点には欠けるところがあるように思わ
れた。 

 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，19 世紀初頭から 20 世紀半
ばまでのいわゆる「近代」に，「声とテキス
ト」の問題が尖鋭なかたちであらわれた英国，
フランス，ドイツ，ロシアの複数の文化事象
を取り上げ，実証的に考察したうえで，たが
いに比較対照して行き，この作業を通じて，
近代以降のヨーロッパにおける「声」と「テ
キスト」の複雑で微妙な関係の諸相を，その
総体と個別の両面において具体的に浮き彫
りにすることであった。 

 

 

３．研究の方法 

複数の外国文化研究者による共同研究であ
る本研究においては，英国，ドイツ，フラン
ス，ロシア文学・文化研究者が，各自の専門
分野における文化事象を「声とテキスト」と
いう観点から実証的に考察し，その結果を共
同討議に付す。この作業をくり返すことで，
近代ヨーロッパにおける声とテキストの諸
相に関する多面的全体像を構築せんと試み
た。 
 
 
４．研究成果 
 本研究の参加者たちは、平成 21 年度中に
２回の研究会を行った。１回目は参加者がそ
れぞれの研究の進捗状況を報告し、質疑応答
を通してヨーロッパ各地域の差異と交流の
諸相を浮かび上がらせ、本研究の中での各自
の位置と役割を確かめる場とした。特にドイ
ツ出張から帰ったばかりの渡辺将尚の報告
は、戦後ドイツのラジオ・ドラマをめぐる、
現地で収集した新しい資料に基づく知見に
満ちていた。２回目は日本フランス語フラン
ス文学会東北支部とのタイアップで、同支部
の大会におけるワークショップ＜声とテキ
スト＞において本研究の参加者たちが発表
を行った。特に、ロシア・フォルマリスト達
の論考の中でテキストと「声」「身体」との
関係がどのようにイメージされていたのか
を研究する中村唯史は、かつては「音声中心
主義」の批判を受けたロシア・フォルマリズ
ムが、実は決して単純な「音声中心主義」で
はなかったことを論証し、一方齊藤哲也は、
「声」の書き取りとしてのシュルレアリスム

の「オートマティスム」の問題が、ロマンテ
ィックな内的な声の書き取りという問題系
に連なるかに見えて、実はある種の伝言ゲー
ムのように齟齬や異稿を生産する問題機制
として働くという理論的な転換を示した。そ
の他、19 世紀末から 20 世紀初頭における音
声メディア（電話、蓄音機、テアトロフォン）
の発達と文学的なテキストの相互的な影響
関係を研究中の阿部宏慈は、プルーストにお
ける「再読」のシステムと内在的な＜声＞と
しての「述べられたこと」の問題を扱った論
文を発表した。プロアマ混合の演劇集団の主
宰者と、公開朗読の場における自作品の「朗
読者」という両面からチャールズ・ディケン
ズを分析する中村隆は、文献収集・整理を進
めた。19 世紀ロシア文学における朗読、講
演・演説を研究する相澤直樹は、作家・編集
者であったИ. И. パナーエフを中心に文
献収集・整理を進めるとともに、研究会の取
りまとめ等を行った。                                                                  
 
 本研究の参加者たちは，平成２２年度中に
２回の研究会を開いた。１度目は夏の終わり
にペテルブルグへ出張した相澤直樹が，１９
世紀を代表するジャーナリストでもあった
ネクラーソフとパナーエフの居所と仕事場
を兼ねた住居を保存・展示してある市内の
「ネクラーソフの家＝博物館」と，ベリンス
キー，ツルゲーネフはじめ著名な文学者たち
が眠る，郊外のヴォルコヴォ墓地への訪問に
ついての報告からはじめ，サロンの中での
「声とテキスト」の生成のされ方，追悼演説
の役割と意義について考察した。２回目は齋
藤哲也がシュルレアリスム運動の中心に位
置する「オートマティスム」（自動記述）の
問題について，従来語られてきたような，ロ
マン主義的なインスピレーションとは違う
観点から再考する試みを行い，とくに同時代
の科学技術（無線，電話，Ｘ線など）とのか
かわりから，シュルレアリスムの活動を歴史
的に位置づけることで，文学や美術の問題を
認識論的な布置におきなおすことを目指そ
うとした。 
 渡辺将尚はジークフリート・レンツのラジ
オドラマ「家宅捜索」と長編小説『パンと見
世物』について論考を発表した。中村唯史は
トルストイの『戦争と平和』における「崇高」
の問題についての考察を論文にまとめたほ
か，国際スラヴィスト会議でエイヘンバウム
の歴史認識について発表した。中村隆は博士
論文についての報告の中で，ディケンズの
「公開購読」を扱った。その他，前年度に日
本フランス語フランス文学会東北支部で行
った「声とテキスト」をめぐるワークショッ
プでの活動の報告が同会同支部の会報に掲
載された。 
 



 

 

 本研究の完成年度にあたる平成２３年度
には外部の研究者も招いた研究会が開催さ
れた。招待講師の成田雄太は，我が国におけ
る無声映画（活動写真）からトーキーへの移
行時代の＜弁士＞の役割と位置について，群
馬県太田市立新田図書館での資料の発掘成
果をもとに報告を行い，弁士とトーキーの関
係がふつう考えられているよりも複雑多様
であることを指摘した。また，研究会で中村
唯史は『戦争と平和』を手がかりにバフチン
のトルストイ観を探り，両者それぞれの＜声
＞との関わり方を解き明かしながら，「ダイ
アローグ」の思想の人とはまた別のバフチン
の顔を浮かび上がらせた。 
 相沢直樹は大正時代の我が国で上演され
た『その前夜』劇（楠山正雄脚色）とツルゲ
ーネフの原作小説，ソ連時代のアルブーゾフ
脚本との比較研究を通して，登場人物たちの
＜声＞の現れの特異な形態である「歌」の諸
相について，比較文学的・文化史的な見地か
ら考察を試みた。阿部宏慈はヴィリエ・ド・
リラダンからコクトーに至る，近代フランス
文学における音声装置（グラモフォン、電話）
の表象に「身体なき声」・「声なき身体」と
いう対概念で切り込む研究を発表した。渡辺
将尚は引き続きジークフリート・レンツを中
心に戦後ドイツのラジオドラマについての
研究を進め，その成果を論考にまとめた。中
村唯史は『戦争と平和』を手がかりにバフチ
ンのトルストイ観を探る試みを論考にまと
めた他，内外でこれに関連したテーマやオリ
ガ・ベルゴーリツの『昼の星』についての研
究発表を行って，ソ連時代の知識人の＜声＞
のあり方について一石を投じた。 
 本研究の総括として，平成２３年度末には
研究論文集を刊行した（「近代以降のヨーロ
ッパにおける声とテキスト」平成 21 年度〜
平成 23 年度科学研究費補助金（基盤研究
(C)）研究論文集）。 
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